


ついて、「ぼく自信も学校て、、馬鹿なことをやっ

た経験がある。ジ、ヤン=ロジ、エの役は、ぱく

のなかにあるそうした小さな部分を極限にま

でもってし、く作業だった。」と語ってし、る。ま

た映画のクライマックスて、、オ、クマレが見せる酔

ナムった状態の演技のために、ブリソーはオッ

トー・プレミンジャーの『黄金の1宛』て、、麻薬中

毒者に扮したフランク・シナトラの演技を見

せてアドノずイスした。

そしてアナーキーな個性て守主烈な印象を残

すジ、ヤン=ロジ、エの父親マノレセノレを演じるの

ま、ベテランのブリュノ・クレメーノレである。

1957年にイヴ・アレグレの『女が事件にから

む時』て、百央画テやビューを果たした彼は、 64年

のピエーノレ・シェンデノレフエノレ監音の晩画『第

317小隊』て、、の荒っぽい曹長役で注目を集めた。

主な出演作としては、ノレネ・クレマンの『パ

リはt然えているか』、クロード・ノレノレーシュの

『善人と悪人たち』、クロード・ソーテの『単

純な物語』などがある。また品互では、アン

ヌ=マリー・ミエヴイノレの『マリアの本j] ([Iゴ

ダーノレのマリア』第一部)て、、の物静かな父親役

が忘れがたい。なおブリソ一作品への出演は、

前作の『野蛮な遊技』に続いてこれが 2 本目。

ブノレーノが淡い恋心を寄せる担任教師には

ファビエンヌ・ノマブ。ジャック・リヴェット

の『嵐ヶ丘』にも出演している若手女優。

なお、この作品のフランス語の原題くDe

bruitetdefureur> は、映画の冒頭クレジッ

トに置かれたテキスト同様に、シェイクスピ

アの「マクベ、ス」の一節に基づいている。また

同時:に、同じシェイクスピアのテキストを出

典としているウィリアム・フォークナーのづ

節「響きと怒り J (フランス語題名はく Le bruｭ

itetlafureur»への暗示も合まれている。
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女教師・フアヒエンヌ・パフ|に撮影された長編第→乍『そんな人生』は81年に

ようやく公開されたが、それ以後は83年に第二作

の『野蛮な遊戯』、 88年に本作品と、寡作だが堅実

なキャリアを積み重ねつつある。なお昨年秋にパ

リで公開された長編第四作『白い婚礼』は、中年

のリセ拠市と宝徒の恋愛というテーマで、本作品

のブルーノと担任事姐市の関係から引き継がれたも

のといえるだろう。彼の開除の素晴らしさは、フ

ランス人独件前〉徹密さと、その映像表現に対して、

、まるでフランソワ・トリュフォーの再来'とまで

言われ、その評価は高い。
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『かごの中の子イ共たち』は、ジャン=ピエ

ーノレ・リモザン、レオス・カラックス、エド

ワアーノレ・ニーノレマンらと共に、 80年代にデ

ビューした最も才能豊かなフランス明菌作家

のひとりに数えられるジ、ヤン=クロード・ブ

リソーの長編第三作である。

映画の舞台となるのはパリ近郊にある労働

者の町パニヨレ。非行や犯罪の温床として知

、 る H·L·M( 低戸庁得層住宅)に住む子イ共た

ちの殺伐とした現実とひとりの孤独な少年の

内面的な軌跡、を描いたこの作品は、 86年にフ

ランス最優秀脚本賞を衝尋し、 88年カンヌ映

画祭てやは新人監督賞をブリソーにもたらすな

ど、極めて高い刊面を得ている。

フランス公開に際しては、このカンヌ映画

祭での受賞晩画を 18歳未満への鑑賞禁止作品

こ指定したことから、議論がまき起こった。暴間金

力描写に加えて、階層的貧困や、〈移行学級〉

呼ばれるく落ちこぼれクラス〉に集められ、

教育の場からも見捨てられつつある子イ共たち

の問題など、ノリ近郊の卸庁得者地域におけ

る社会的荒廃をストレートに描し、ていること

が、この映画のフランスでの扱いをいっそう

側少なものにしたようだ。

多感な 14歳の少年フツレーノを演じるのは、

ブリソー自身によるオーディションて I射程され

た、ヴアンサン・ガスプリッシユ O この作品

カ市央画初出演。

、っぽう、物語の展開の中心となるもうひ

りの不良少年ジャン=ロジェには、若手俳

優のフランソワ・オ、グレが起用されてし、る。

レオス・カラックスの『汚れた血』てやは主人公

のアレツクスの不良仲間に扮し、ノレイ・マノレ

のTさよなら子イ共たち』て、は、ゲシュタポに密

告する皿洗し、の少年役を好演した彼は、 90年

代の飛躍を最も期待されているフランス人俳

優のひとりである。この映画で演じた役柄に


